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主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり 

                        アーメン 

 

 

2011年○月 

 
 神を仰ぎ、人に仕う 

 

 

「良き隣人となるー神を仰ぎ、人に仕うー」 

 

聖学院大学を含めた学校法人聖学院全体のモットー（標語）として、「神を仰ぎ、

人に仕う」という言葉があるのは、皆さんご存知だと思います。それでは、「神を仰ぎ、

人に仕う」とは、どういうことなのでしょうか。 

 そもそも、このモットーは、＜全身全霊をもって主なるあなたの神を愛しなさい＞、そ

して＜自分自身を愛するようにあなたの隣人を愛しなさい＞という、旧約聖書からとら

れたイエス・キリストの教えに基づいています。そして、その具体的な姿は、イエス・キリ

ストによって、ルカによる福音書 10 章の中に、一人のサマリア人の姿を通して描かれ

ています。 

このサマリア人は、追剥に襲われ、瀕死の重傷を負った一人のユダヤ人を助けまし

た。聖書にはこう記されています。この人は、「そばに来ると、その人を見て哀れに思

い、近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯して、自分のろばに乗せ、宿屋に連れて

行って介抱」しました。そして、「翌日になると、デナリオン銀貨二枚を取り出し、宿屋の

主人に渡し」、「この人を介抱してください。費用がもっとかかったら、帰りがけに払いま

す」と言ったのです。 

ところで、当時、サマリア人はユダヤ人から侮蔑され嫌われていました。そうした関

係であったにもかかわらず、このサマリア人はユダヤ人を助けたのです。それは、この

サマリア人がただただ良い人であったからというのではないと思います。むしろ、神を愛

し、隣人を愛するという教えを守ることができたからこそ、そうした愛のわざを行うことが

できたのです。 

イエス・キリストは、この話をされた後、「行って、あなたがたも同じようにしなさい」と

語られていますが、それはまた、わたしたち自身にも語られている言葉なのです。それ

は、一言でいえば、「良き隣人となる」ということです。そして、そのことが「神を仰ぎ、人

に仕う」ということの具体的な姿なのです。 

わたしたち一人一人が「良き隣人」となっていきたいと思います。そして、そのことを

通して、一人一人が大切にされ、掛け替えのない人生を豊かに生きる者となっていき

たいと思います。      
（大学・政治経済学部チャプレン キリスト教センター副所長  菊地 順） 
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■毎週木曜日 18時 40分～19時 40分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

  どなたでも自由にご参加ください。 

・5月 8日（木） エゼキエル 4章   柳田洋夫チャプレン 

・5月 15日（木） エゼキエル 5章   東野尚志牧師  

 

 

  

 

No.3 2014年 5月 

全学礼拝期間について 

2014年度の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、14時 40分か

ら 15時 10分です。どなたでも自由にご参加ください。 

 

春学期／2014年 4月 8日（火）～2014年 7月 18日（金） 

秋学期／2014年 9月 23日（火・祝）～2015年 1月 16日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。」 

マタイによる福音書 5章 9節 

“Blessed are the peacemakers, for they will be called children of God. ” 

   Matthew 5:9 (NIV) 

 



 

Seigakuin University CHAPEL NEWS  2014.5.6-5.16 

奨励者 谷口 隆一郎 

（コミュニティ政策学科長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312番 1、2節 

聖 書 マタイによる福音書  

13章 12節（新約 P.24） 

祈 祷 

奨 励 「あなたは欲しいものを 

どうやって手に入れますか?」 

祈 祷  

讃美歌 312番 3節 

主の祈り 

後 奏  

5月 6日（火） 

 
奨励者 E.D. オズバーン 

（人文学部チャプレン） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 271番 B 1、2節 
聖歌隊による讃美奉献 
聖 書 ルカによる福音書  

  15章 11～24節（新約 P.139） 
祈 祷 
奨 励「いなくなっていたのに見つかった」

（“Lost and Found”） 
祈 祷  
讃美歌 271番 B 3、4節 
主の祈り 
後 奏  

5月 7日（水） 

 
奨励者 田中 かおる 

（日本基督教団 安行教会牧師） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 461番 1、2節 

聖 書 ヨハネの手紙一 

  4章 7～12節（新約 P.445） 

祈 祷 

奨 励 「愛は神から」 

祈 祷  

讃美歌 461番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

5月 13日（火） 

 
奨励者 松本  周 

（日本基督教団 上尾使徒教会牧師） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 188番 1、2節 

聖 書  ガラテヤの信徒への手紙 

5章13～14節、22～25節 

（新約Ｐ.349、350）  

祈 祷 

奨 励 「与えられた自由の使い方」 

祈 祷  

讃美歌 二編 188番 3節 

主の祈り 

後 奏 

5月 14日（水） 

 

奨励者 濱田 辰雄 

（聖学院小学校･幼稚園チャプレン） 

司会者 阿部 洋冶 

奏楽者 ングワー 路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 121番 1、2節 

聖 書 ホセア書 

6章 3節（旧約 P.1409） 

祈 祷 

奨 励 「本当に知らなければならない事」 

祈 祷  

讃美歌 121番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

5月 8日（木） 

 
奨励者 石田  学 

（日本ナザレン教団 小山キリスト教会牧師） 

司会者 山口 博 

奏楽者 冨岡 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 354番 1、2節 

聖 書 ルカによる福音書 

  11章 1～4節（新約 P.127） 

祈 祷 

奨 励 「祈りを教わる」 

祈 祷  

讃美歌 354番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

5月 9日（金） 

 
奨励者 山ノ下 恭二 

   （日本基督教団 牛込払方町教会牧師） 

司会者 阿部 洋冶 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 452番 1、2節 

聖 書 エフェソの信徒への手紙 

4章 29節（新約 P.357） 

祈 祷 

奨 励 「愛こそ、ことばのいのち」 

祈 祷  

讃美歌 452番 3節 

主の祈り 

後 奏  

5月 15日（木） 

 
奨励者 久保島 理恵 

   （日本基督教団 東大宮教会牧師） 

司会者 山口 博 

奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 285番 1、2節 

聖 書 マタイによる福音書 

  22章 34～40節（新約 P.44） 

祈 祷 

奨 励 「愛するために愛される」 

祈 祷  

讃美歌 285番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

5月 16日（金） 

 


